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研究成果の概要(和 文):紀 の川流域の地域遺伝資源である薬用紫蘇の1系 統について、外観

特性および機能性成分含有量に関する遺伝を調査 した結果、本系統は形態的特徴および機能性

成分含有量に関して固定 していると考えられた。一方、この高機能性シソの機能性向上と周年

生産技術の確立を目指 して、単色光補光による生育調節を試みたところ、青色光補光が花成を

顕著に抑制 し、ペ リルアルデ ヒド含有量が高 く維持する効果をもつ ことが明らかとなった。

fF5f,  MV  (30  : In this study, we described one line of Perilla herb, as a local 
genetic resource in the Kinokawa plain. First, we observed morphological and aromatic 
characteristics of the line and evaluated the genetic variation for perillaldehyde 
content. As a result, this line has been fixed genetically for these characteristics. And 
then, we have begun to develop the cultivation method for year round production and 
for enrichment of the functionality of the perilla. Supplemental lighting by blue LEDs 
significantly inhibited the flower formation of perilla, and allowed the continuous 
differentiation of young leaves related to higher content of perillaldehyde.
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1.研 究 開始 当初 の背景

(1)シ ソ(」恥刀陥 か〃6θθoθ刀θ)の 茎葉 を乾燥

した 「ソヨウ」 は、解熱、鎮静、健 胃な どの

効用 をもち、魏 晋の古 くか ら漢方薬 と して利

用 され てきた。 これ らの効能 は、ペ リルアル

デ ヒ ド(perillaldehyde)、 ロ ス マ リ ン 酸

(rosmarinicacid)、 リモ ネ ン(limonene)、

シ ソ ニ ン(shisonin)な ど 、 シ ソ に 含 ま れ る

多 様 な 機 能 性 成 分 の 複 合 的 作 用 に よ る も の

と推 察 さ れ る。 近 年 で は 、 個 々 の 機 能 性 物 質



が もつ作用 も次第 に明 らか に され つつ ある。

例 えば、ペ リルアルデ ヒ ドには、 中枢神 経抑

制作用、抗欝作用お よび」血管拡張作用が、ま

た、ロスマ リン酸 には、血糖 値上昇抑制作用、

抗欝 作 用お よび ア トピー 性皮 膚炎 の軽 減 作

用 が報告 され てい る。 この よ うに、 シ ソは、

現代病 とも言 える 「花粉症」や 「不眠症」に

も著効 を現す こ とが期待 され てい る。

(2)和 歌山県の紀の川流域では、古くから薬

用植物 としてのシソが栽培 されてきたが、安

価な ソヨウが輸入 されるよ うになるにつれ
て生産量が減少 し、遺伝資源 もほとんど散逸

してしまった。我々は、失われつつある紀州

在来の薬用紫蘇の遺伝資源を入手 して これ
を地域の特産品に育てようと考えた。

(3)探 索の結果、紀州在来薬用紫蘇 と推定さ

れる1系 統を見出 したが、まず、この系統は

薬用紫蘇 と認めるのに十分な機能性成分を

含有す るか否かを明 らかにす る必要がある
と考えられた。

(4)シ ソは他殖性の比較的強い植物であ り、

入手 した系統の遺伝的純度を評価す る必要

もあった。もし、遺伝的純度が低い場合には

純系分離による育種 を試みる必要もあると
考えられた。

(5)こ のシソ系統が薬用紫蘇に相当するも
のであったとしても、従前の生薬としての利

用のみに頼 っていては生産の拡大を望めな

い。このため、生薬とは異なる利用法の開発

も必要 と考えた。具体的には、高い機能性 を

活かした食品、化粧品、香料などを想定 した。

このような工業的利用では、原料の安定供給

と品質保証、特に機能性成分含有量の保証が

重要 となる。そのため、栽培時の光環境を制

御することによって、周年生産体制を確立す
ると同時に機能性成分含有量を向上 させ る

ことを考えた。

2.研 究 の 目的

(1)入 手 した紀州在来薬用紫蘇系統の遺伝

的純度を、形態的変異および機能性香気成分
ペ リルアルデ ヒ ドの含有量を基準に して評

価 し、必要であれば集団選抜を行って機能性

成分生産性の高い優良系統を選抜する。

(2)紀 州在来薬用紫蘇への単色光照射が、

その生育や機能性成分含有量に及 ぼす効果

を明らかにし、効率的に高機能性薬用紫蘇 を

生産する方法を確立する。

3.研 究 の方法

(1)紀 州在来薬用紫蘇と比較品種`赤 ちりめ

んしそ'(株 式会社サカタのタネ)を 近畿大

学生物理工学部のガラスハ ウス内に栽植 し、
その形態的特徴や開花期などの生理的特徴

に関す る変異を調査 した。同時に、機能性香

気成分のペ リルアルデ ヒドの含有量に関す

る変異を調査 した。

(2)シ ソの機 能性 香気成 分 は、葉 の裏 に存在

す る腺鱗 に蓄積 され る。 そ こで、腺鱗 の密度

とペ リル アル デ ヒ ド含有 量の関連 を調査 し

た。 さらに、葉 の生長過程 にお ける腺鱗密度

の変化 を経 時的に調査 した。腺鱗密度の調査

にはポータブル デジタル顕微鏡(ソ リッ ドア

ライア ンス社 、X-Loupe-A)を 用いた。

(3)紀 州在来薬用紫蘇の葉の形態的特徴お
よびGLCで 検出される香気成分の組成を、

市販 されている既存品種 と比較 して、この系

統の特徴を評価 した。

(4)近 畿大学生物理工学部のガ ラスハ ウス

内の 自然 光条件 下で栽培 され てい る紀州在

来薬用紫蘇 に青色LED(470nm)に よる24

時間補光(お よそ10pmol!m21s)を 行い 、こ

の補 光処理 に ともな う生育の変化 お よびペ

リル アル デ ヒ ド含有 量の変化 を調査 した。 こ

の実験 で、青色光補光 によってペ リル アルデ

ヒ ド含 有量 画像 化す る こ とが示 され たため、

さらに、生育相 の さま ざまな時期 に短期 間(5

日間)の 青色光補光 を行 って、ペ リルアルデ

ヒ ド含有 量を増加 させ るための補 光技術 の

最適化 を図った。

(5)前 項の実験によって青色光補光がシソ
の花成を抑制することが明らかになった。シ

ソの周年生産技術を確立す るためには、花成

を促進す る技術 も同時に保有 していること

が望ましい。シソなどの短 日植物では、遠赤

色光(730nm)の 夜間照射によって花成促進が

期待 され る。そこで、暗期前半2時 間の遠赤
色光補光による花成調節を試みた。

4.研 究成果

(1)紀 州在来薬 用紫蘇 の形態的変異は、比較

品種`赤 ち りめん しそ'に お ける変異 に比べ

て大き くはな く、また、開花 時期 も斉一で あ

った。一方 、紀州在来薬用紫蘇 のペ リル アル

デ ヒ ド含 有量は、`赤 ち りめん しそ'の5倍

に達す るため、その変動幅 は`赤 ち りめん し

そ'よ りも大 きかった。 しか し、変動係数 は
`赤ち りめん しそ'よ りも小 さく

、ペ リル ア

ル デ ヒ ド含 有 量 に関 して も概 ね 固定 してい

るのではないか と考 え られ た(図1)。 この点

については、紀州在来薬用紫蘇 では、ペ リル

アル デ ヒ ド含 有量 が互 い に異 な る親 個体 と



その個体別次代系統 との間でペ リルアルデ
ヒ ド含有量 に関す る親子相関が見 られ ない

Oこ とによっても確認 された。
これ らの結果から、紀州在来薬用紫蘇は(

適切な種子管理を行 う範囲において)純 系 と

見なし得ると考えられた。 したがって、優良

系統の選抜を行 う必要はなく、現在の系統の

特性を維持することに努めるべきであると判

断 した。

そこで、葉の生長の過程における腺鱗の形

成を経時的に調査 した。腺鱗密度は、葉面積
の拡大にともなって減少 し、葉面積 と腺鱗密

度の積はほぼ一定であった(図3)。 この結果

は、腺鱗が葉の分化の初期に形成 されるもの

であ り、葉の生長にともなって新たに形成 さ

れないことを示 している。また、この観察に

おいて、成熟期の少 し前に腺鱗内への精油の

蓄積が始ま り、腺鱗が肥大することも明らか
になった。以上のこのから、腺鱗の観察所見

は成熟の指標 とはなるが、腺鱗密度はペ リル

アルデ ヒ ド含有量の潜在的ポテンシャル を

示す指標でしかないと考えられた。

図1`赤 ち りめん しそ'15個 体(左)お よび

紀 州在来薬用紫蘇15個 体(右)に お け

るペ リル アルデ ヒ ド含有量(pl!g)の 個

体問変異

(2)収 穫期の紀州在来薬用紫蘇では、葉の裏
の腺鱗の密度 とペ リルアルデ ヒ ド含有量の

間に強い正の相関が認められた(図2)。 少な

くとも、腺鱗密度はシソの機能性成分含有量

を支配する1要 因であることが明らかになっ

た。 しか し、上述のように、ペ リルアルデヒ

ド含有量に関す る遺伝的分離が認 められな
いので、この腺鱗密度の変異も遺伝的変異で

はな く生育環境 によるのではないか と推察

された。同時に、腺鱗密度は機能性成分含有

量に関する簡易指標 とな り得 ることも示 さ

れた。

葉 面積(cm2)

図3紀 州在来薬用紫蘇 の個葉 の生長 と腺鱗密

度(count!cm2)と の関係

(3)紀 州在来薬 用紫蘇の葉 は、表裏 とも赤紫

色 で、卵形 で、縮緬状 の凹凸 のない平葉で あ

って、アカジ ソ(丑 丘磁θθoθ刀θvaLO幅 βρ∂f

、ρ醐ραzθa)の 特徴 を備 えていた(図4)。 こ
れ に対 して、広 く栽培 されてい るアカチ リメ

ンジ ソ(丑 丘召6θθoθ12θvar.o盟'叩∂f.α7°叩 ∂)

は、同様 に表裏 とも赤紫色 である ものの、ほ

ぼ等 幅の円形 であって、顕著 な縮緬状 の起伏

を示 した。 両者 は明瞭に異 なってお り、紀州

在 来薬 用 紫蘇 は アカ ジ ソに分類 され る と考

え られ た。一方 、香気成分 に関 しては、近縁

のチ リメ ンアカジ ソ2品 種 の数倍以上 の香気

成分 を含 有 し、同様 に強い香気 を特徴 とす る

チ リメ ンアオ ジ ソや カ タメ ンジ ソ と比べ る

と、ペ リルアルデ ヒ ドとリモネ ンの比率が顕

著に高 く、このこ とが本種の特異 な香 りを特

徴付 けてい ると考え られ た(図5)。

腺鱗密度

図2紀 州在来薬用紫蘇15個 体にお ける腺 鱗

密 度(count!cm2)と ペ リル アルデ ヒ ド

含 有量(pl!g)と の 関係
紀州在来薬用紫蘇`赤 ち りめんしそ'

(クラギ株式会社)
図4葉 の外観
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図5供 試 したシソ品種 ・系統の生葉から

抽出した香気成分の組成および含有量

(4)青 色LED(470nm)に よる24時 間補光

は、紀州在来薬用紫蘇の草丈 を、生育期間の

前 半で はよ り伸 長 させ 、後半 では抑制 した。

この時、青色光補 光 区において花成 の顕著な

抑制 が見 られた。一方、収穫時期のペ リルア

ル デ ヒ ド含 有 量 は 、 青色 光 補 光 区 で3.52

(pl!g)、 対 照区で2.19(pl!g)で あ り、青

色光補光 によって61%増 加 していた。この結

果 は、青色光補光が花成の制御 と機 能性 の向

上 に役立つ可能性 を示唆 した。
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図6紀 州在来薬用紫蘇への青色光補光が草

丈に及ぼす作用

青色光補光区
一一一一一対照区

そこで、生育相のさまざまな時期に短期間

(5日 間)の 青色光補光を行って、その処理
がペ リルアルデ ヒ ド含有量 と花成に及ぼす

作用を調査 した。生殖生長相にある紀州在来

薬用紫蘇への青色光補光はペ リルアルデ ヒ
ド含有量をわずかに増加 させたものの、有意

水準には達しなかった。栄養生長相での補光

は全 く効果を示 さなかった(図7)。 この結果

は、青色光補光が花成抑制を介 してペ リルア
ルデ ヒ ド含有量を増加 させていることを示

唆 した。一方、花成の遅延作用に関しては、
生殖生長相への転換期だけでなく、生殖生長

相 に入 ってからも効果 を示す ことが明らか
になった。
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図7紀 州在来薬用紫蘇における青色光補光
の 時期 とペ リル アル デ ヒ ド含 有量

(1111g)の関係
青色光補光区

対照区

(5)暗 期前半の2時 間、異 なる強度 の`遠赤

色 光補光 を行 った ところ、想 定に反 して、照

射 強度 が2.3pmol!m21s以 上 の試験 区におい

て、照射 強度依存 的に最大2週 間程度花成 が

遅れ た。 シ ソでは、栄養生長 か ら生殖生長へ

の転換 期 にペ リル アル デ ヒ ド含 有 量 が高 く

な ることが知 られ てい るので、この実験 にお

いて もペ リル アル デ ヒ ド含 有 量 の変動 を調

査 した。無照射 区のペ リルアルデ ヒ ド含有量

は、想定通 りの時期 に ピー クを迎 えたが 、2

週 間以上 も花成 が遅れ た遠赤 色光補 光区(補

光区1お よび2)で も、ペ リル アルデ ヒ ド含

有 量の ピー クは対 照区 と変わ らなかった(図

8)。 この ことは、ペ リル アルデ ヒ ドの産生 を

促 す シ ステ ム と花成 を促 す シ ステ ム との問

に乖離 があ り、花成 の制御のみで は高機能性

を維持 す るこ とがで きない 可能性 が ある こ

とを示唆 してい る。



図8紀 州在 来薬用紫蘇 への遠赤 色光補光 が
ペ リル アルデ ヒ ド含有量(pl!g)に 及ぼ

す 作用

補光区1-一 補光区2
-一一一一補光区3・……… 補光区4

対照区
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